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PS-24ミツボシキュウセンの脳内モノアミン類は卵成熟と関係しているか？

（Dailywhriationsofmonoaminesinthebrainoftheth雁e5potwrasse）

内村三幸･余郷まどか･竹村明洋（MiyukiUchimuraMadokaYbgo
andAkihiroTakemma）

琉球大学熱帯生物圏研究センター瀬底実験所

［目的］ミツボシキュウセン（肋Zicboer弓estmm1acUZatus）は、サンゴ礁に広

く棲息するベラ科魚類で、その行動は夜間の潜砂を伴う明確な日周性を示す。

本種の産卵も毎日行われることから、卵母細胞の卵黄形成から卵成熟に至る過

程が概日性の内分泌制御を受けている可能性があるが、その詳細は不明である。

いくつかの魚類で、脳内モノアミン類の変化が脳下垂体で産生される生殖腺刺

激ホルモン（GTH）の分泌と関連を持っていることが指摘されている。本研究で

はミツボシキュウセンの毎日産卵と脳内モノアミン類との関連を明らかにする

目的で､モノアミン(Epinephrine､Norepinephrine､Dopamine（､A)､Serotonin)、

およびＤＡ、Serotoninの代謝物（3,4-Dihydroxyphenylaceticacid（DOPAC)、

5-Hydroxyindoleaceticacid）の脳内日周変化を調べた。また、魚類の日周`性

発動に重要な役割を持つインドーノレアミン系ホルモン（メラトニン；Mel）が脳

内モノアミン類の変化に与える影響も調べた。

［方法］本研究に用いたミツボシキュウセンは沖縄県瀬底島周辺のサンゴ礁で

水中釣もしくは巻き網で採集し、熱帯生物圏研究センター瀬底実験所に持ち帰

り自然日長下で飼育した。明暗および恒明条件で、１２：００から翌１２§００まで４

時間毎に水槽から無作為に取り上げた魚から脳を摘出した。また、Ｍｅｌ投与魚及

び対照魚から、実験処理後１５分、１時間および２時間で脳の摘出と採血を行っ

た。いずれの実験においても脳懸濁液中のモノアミン類および代謝物はＨＰＬＣで

分離し、電気化学的に検出した。また、血中メラトニン量は時間分解蛍光免疫

測定法で調べた。

［結果］本研究で調べた脳内モノアミンおよびその代謝物のうち、明暗条件で

明確な日周変動を示したのはDOPＡＣおよびその比率（DOPAC/DA）で、いずれも

夜間に最低値を示した｡DOPAC/ＤＡは'恒明条件では有意な変化が見られなかった。

Mel投与後１時間で、脳内DOPAC/ＤＡは有意に減少したのに対し、対照群では変

化がなかった。以上の結果から、脳内ＤＡの代謝は日周変動し、Ｍｅｌがその代謝

と関連があると考えられた。脳内ＤＡはGTHの分泌を抑制する効果があるとされ

ている｡DA代謝に減少が見られた夜間にミツボシキュウセンの脳下垂体からＧＴＨ

の分泌が増加し、卵黄形成から卵成熟への引き金が引かれているのかもしれな

い。


